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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ネパールを事例に男児選好の促進/抑制要因を解明することにあっ
た。2016年10月～2017年3月に実施した質問紙調査の分析から、男児選好の促進要因として、息子への財政的支
援や老後の保障としての期待、地位の象徴的上昇を、抑制要因としてより高い社会的・経済的地位に昇りつめよ
うとする姿勢である「社会的地位の上昇志向」を挙げた。そして、地位の象徴的上昇のための男児選好は格差が
存続する限り消えないものの、財政的支援や老後の保障を理由にした男児選好は、社会状況の変化に伴い緩和さ
れる、業績主義への移行により属性に規定されずに自己実現が可能になった際に、男児選好が弱まるとした。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to clarify the promotional factors of son 
preference, such as the interruption of the female fetus, in Nepal. In 2007, it was estimated that 
around 100,000 girls were “missing” in Nepal. Earlier studies reveal the correlation among 
property, savings, educational level, and preference for sons. Author analyzed the correlation 
between class consciousness and son preference using the data of the questionnaire survey conducted 
from October 2016 to March 2017. 
 The results show that (1) Greater expectations for sons to provide financial support and social 
security and to inherit assets strengthen son preference, (2) Seeking upward mobility by emulating 
the rituals and practices of the upper castes strengthen son preference,on the contrary, (3) The 
experience of the social shift towards meritocracy,such as, being released from their status, freed 
from traditional constraints, and a broadening of their life choices,weaken son preference.

研究分野： 社会学
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１．研究開始当初の背景 
ネパールでは、性の選択による中絶で生ま

れることができなかった女性や育児放棄等
で生きることができなかった「失われた女性
たち（missing women）」が、2007 年時点で女
性の総人口の約 1％を占めるといわれる
（UNDP 2010）。さらに、中間層において性の
選択が実際に行われているとの推測も出さ
れている（The Kathmandu post 紙 2012 年 11
月 29 日）。ネパールでは、「人間開発指数」
が改善されたにもかかわらず（UNDP 2013）、
男女の出生比率の偏重、女性の生存確率の低
さといった問題が生じるのはなぜか。仮に生
活にゆとりのある中間層で性の選択が行わ
れているとすれば、その理由は何にあるのか。 
本研究に先駆けて、2013 年に研究代表者が

実施した首都他 7 県在住の 2000 名を対象に
し 1940 名より回答を得た質問紙調査の結果
からは、市場化・準市場化が、収入（経済資
本）や土地、学歴（人的資本）、困ったとき
に頼れる家族以外の人（社会関係資本）をも
たない人の男児選好を促進することがわか
った。さらに、（1）他の世帯と比較して生活
水準が下位にあると感じる人、過去と比較し
て世帯の経済状況が上向いた人、生活水準を
改善する機会が十分にあると思う人ほど、男
児選好的である、（2）過去と比較して世帯の
経済状況が悪化した人、生活水準を改善する
機会が十分にないと思う人（諦念が強い人）
ほど、男児選好的でない、という知見より、
「階層の上昇移動を経験した人ほど、当該社
会において優勢な生存維持戦略（男児への投
資）をとる」、逆に、「下降を経験した人、長
期的に上昇の機会を得られていない人ほど
男児選好的にならない」という知見を得た。
仮に、男児選好が過去と現在の生活水準の比
較、他者との生活水準の比較に影響を受ける
ものだとすれば、ジェンダー、および、カー
スト・民族、階級における上位、中位、下位
層の相対的剥奪観や相対的上昇観、諦念の内
実を明らかにし、それらがどのように人々の
生計戦略に影響を与え、結果として男児選好
の促進（逆に、抑制）につながっているのか。
その構造的背景を明らかにすることが、「失
われた女性」の解明に緊要であると認識し本
研究の課題設定に至った。 
なお、先行研究においては、男児選好を促

進する経済的要因として、世帯所得や世帯の
所有する資源の欠乏（G.Clark 2008）、男女
の経済的価値に影響を与える労働市場
（N.Qian 2008; R.Jensen 2010）、福祉サ
ービスの商品化の度合い（A.Sen 1990）が、
文化的要因として婚資の慣習、家督相続の制
度（A. Sen 1990）、家父長制度や家父長制
的法制度（M.Das Gupta 2009）が提示され
ているが、本研究では「資源の多寡」だけで
はなく、他者との生活水準の比較による剥奪
感、過去と現在の生活水準の比較による上昇
感が、男児選好の促進要因として重要である
という立場にたった。 

２．研究の目的 
先述の問題関心より、本研究では、（1）相

対的剥奪感、相対的上昇感が男児選好の促進
要因となる、逆に、諦念が男児選好の抑制要
因になるという仮説を検証し、男児選好の促
進/抑制要因を明らかにすること、（2）上述
（1）の分析を通して、男児選好の促進につ
ながる相対的剥奪感、逆に、抑制に作用する
と思われる諦念を生みだすネパールの今日
のジェンダー関係、カースト・民族間ヒエラ
ルキーの再編関係、機能分化的社会関係の進
展度合いを明らかにすることを研究目的と
した。 
３．研究の方法 
3．1．調査方法：聞き取り、質問紙調査 
研究の方法として、聞き取り調査および質

問紙調査を採用した。質問紙調査に先駆けて
実施した聞き取り調査では、機縁法により A
病院産科病棟の関係者を含む 23 名から男児
選好の実態等について話を聞いた。質問紙調
査では、調査対象としてネパールの首都カト
マンズ、全国的にも出生時性比の偏重が顕著
だったラリトプール、バクタプルの他、シン
ドゥパルチョーク、カブレ、ヌワコット、ラ
スワ、ダディンの計 8 郡から成るバグマテ
ィ・ゾーンを選定し、同地域に居住する調査
当時 18歳以上 70歳未満の男女を調査対象と
した。統計的な見地にたち計画標本規模を
2500 としたが、結果として 2589 名から回答
を得ることができた。調査地点の選定にあた
っては可能な限り無作為抽出を行った。具体
的には、バグマティ・ゾーン下の 8郡から確
率比例抽出法で無作為抽出を行い、ネパール
の行政区分である「村落開発委員会（VDC）」
を選定した。また、重複して複数回選ばれた
カトマンズ、マデャプル、バクタプルの各 
VDC についてはさらに無作為抽出を行い、VDC
よりも小さい行政区分である ward を選定し
調査地点を設定した。 
3．2．質問項目の設定 
男児選好をはかる質問項目については、①

娘よりも息子を好む選好（理想の性別構成、
娘・息子への価値認識、息子の必要性、必要
と思う理由）、②他者からの圧力（息子を得
ることへのプレッシャー）、③行動（性別判
定の受診、判定後の中絶の有無）の 3つに分
けた。 
  
４．研究成果 
4．1．インフィーマントの概要 
2589 名の回答者の内訳は、男性 1036 人

（40.0％）、女性 1551 人（60.0％）で女性が
やや多い。カースト・民族については、上位
カーストのブラーマン 382 人（14.8％）、チ
ェットリ 549 人（21.3％）、統一以前からカ
トマンズ盆地で王国を築いていたネワール
民族 788 人（30.5％）、ジャナジャティと呼
ばれる少数民族 690 人（26.7％）、ダリット
（虐げられた人の意）と呼ばれる低カースト
126 人（4.9％）、その他 48 人（1.9％）であ



る。婚姻関係については、既婚は 2063 人
（79.8％）、未婚が 360 人（13.9）％である。
年齢構成は、10 代が 96 人（3.8％）、20 代が
624 人（24.4％）、30 代が 676 人（26.4％）、
40 代が 655 人（25.6％）、50 代が 309 人
（12.1％）、60 代が 199 人（7.8％）で、20
代～40 代が多くなっている。 
 

4．2．単純集計にみる男児選好の傾向：全体
として平等志向  
理想の子どもの性別構成について息子と

娘の数を同数とする平等志向が 61％、男児選
好が 24％、女児選好が 8％で、6 割が平等志
向であることがわかった（n=2555）。「娘しか
いない人は不幸だ」、「息子がいないのは悪い
業や道徳心のなさによる」、「息子だけが儀礼
をすることができる」、「娘からの財政支援を
受けてもよい」という質問項目で男児選好的
な回答の得点を合計した男児選好スコアに
ついては、低スコアの人が 68.2％、中スコア
の人が 15.8％、高スコアの人が 16.0％で、
全体的に男児選好スコアの高い人の割合は
少なかった（n=2575）。  
他方で、息子の必要性を感じている人は回

答者において 4割程度おり、性別判定を行っ
たことがある人は 20.2％（n=1145）であった。
ネパールでは性別を理由にした中絶は法律
で禁止されているが、性別判定の結果中絶を
したと回答した人は 16.6 ％であった
（n=1935）。息子が必要な理由としては、「家
系の維持」（65.2％）、「老後の保障」（41.1％）、
「葬式の喪主」（39.1％）、「財政的支援」
（31.0％）、「財産相続」（21.3％）、「威信と
力の誇示」（9.6％）等が挙げられた（n=2581）。
「葬式の喪主」とは、火葬の際に、遺体に火
をつける等の宗教儀礼を行うことを指す。 
 
4．3．仮説の検証：相対的剥奪、諦念の強さ
が男児選好の促進要因となる 
「相対的剥奪感が男児選好の促進要因と

なる」という仮説については、理想の子ども
の性別構成、男児選好スコア、性別判定後の
中絶、息子の必要性、息子を生むプレッシャ
ーについては相対的剥奪感の強弱で有意差
はなかった。しかし、相対的剥奪感が強い人
ほど、「老後の保障」、「財政的支援」、「家系」、
「葬式の喪主」、「財産相続」という理由で男
児を選好することがわかった。また、相対的
剥奪感が強い人ほど、性別判定をしているこ
とがわかった。 
「諦念が男児選好の抑制要因になる」とい

う仮説については、理想の子どもの性別構成、
男児選好スコアについては相対的剥奪感の
強弱で有意差はなかった。他方、息子が必要
な理由については、仮説とは異なり、諦念が
強い人ほど、「財産相続」、「財政的支援」、「葬
式の喪主」、「威信と力の誇示」という点から
男児を選好することがわかった。また、諦念
が強い人ほど、息子を得るプレッシャーを感
じ、性別判定、性別判定後の中絶を行う傾向

にあることがわかった。 
相対的剥奪感が強い人は、学歴が低い人、

所有している土地が狭い人、他の世帯よりも
生活水準が低いと感じている人において多
い。また、カースト・民族においては、ジャ
ナジャティ、ダリット、ブラーマンの順に多
い。 
生活改善の機会についての諦念が強い人

は、収入が低い人、所有している土地が狭い
人、学歴が低い人において多い。また、カー
スト・民族においては、チェットリ、ネワー
ルにおいて高いことがわかった。 
 

4．4．仮説以外の促進/抑制要因の発見 
（1）階層と男児選好  
申請時の仮説の他に、インドの研究者バラ 

とカウル（Bhalla and Kaur, 2015）の「階
層が上昇するにつれ男児選好は薄れる」とい
う仮説から着想を得て、階層と男児選好との
関係について分析を行った。 
バラとカウルは、インドの人口動態データ

をもとに人々が貧困層から新興中間層、中間
層を経て上層へと上昇するにつれ選好が薄
れ、性比の偏りも収束すると予測した。彼ら
によれば、4 つの階層のうち男児選好が強い
のは貧困層と新興中間層であるが、貧困層は
それを実現する資源をもたず、ある程度の経
済的余裕をもつ新興中間層になって性別判
定や女児の中絶を行うため、新興中間層の数
に比例して男児選好が顕著になるという。そ
こで、『世界価値観調査』に依拠して、低層
階級（lower class）、労働者階級（working 
class）、下層中間階級（lower middle class）、
上層中間階級 （upper middle class）、上層
階級（upper class）の階級自認別に男児選
好スコア、性別判定後の中絶経験を尋ねた。
分析の結果、「娘しかいない人は不運だ」、「息
子がいないのは業や不道徳故である」、「息子
だけが祖先の祭祀を執り行うことができる」
等の質問項目で測られる男児選好スコアが
高得点だった人の割合は、労働者階級と低層
階級で高く、性別判定をした人の割合も低層
階級で高い。しかし、興味深いことに性別判
定後に中絶した人の割合は、バラとカウルの
予測とは異なり、ネパールでは上層中間階級
で最も高いことがわかった。 

 

図 1 階層自認別性別判定 



 
図 2 階層自認別性別判定後の中絶 

 
学歴、所得、カーストが高い人ほど上層中

間階級や上層階級を、低い人ほど低層階級や
労働者階級を自認する傾向がみてとれるこ
とから、学歴、所得、カーストが比較的高い
人が、性別判定や女児の中絶を行っていると
推測することができた。なお男児を選好する
理由については、「家系」を除き、上層中間
階級よりも、労働者階級や低層階級ほど「財
政的支援」、「老後の保障」、「財産相続」を挙
げる傾向にあった。 
ここから労働者階級、低層階級においては

財政的支援への期待、老後の生活保障として
の期待、財産を継承させるといういずれの理
由からも男児を選好する傾向にあるものの、
中絶の費用や医療機関へのアクセス等の実
現可能性が低く、結果として中絶には至って
いない。他方で、上層中間階級では、家系の
維持を理由に男児を選好し、それを実現させ
る資源をもつ結果、中絶に至った割合が高く
なっていると考えることができた。 
（2） 上層階級で男児の必要性が弱まる理
由：経済的安定、社会的地位の上昇志向  
上層階級においては「財政的支援」、「老後

の保障」という点での息子の重要性は低い点
について考察を行い、その理由として、息子
に頼らずとも自活できる資源があること、選
好に陥らない新しい価値志向をもつという 2
つの知見を導いた。 

図 3 階層自認別息子が必要な理由 
 

1 点目の「財政的支援」、「老後の保障」と

いう点での息子の重要性は、私財があれば、
薄れていく。近年ネパールでは、核家族化が
進み、大家族において年老いた両親の世話を
するという状況にも変化が生じている。新聞
広告等では、富裕層向けの介護ヘルパーの宣
伝もみられるようになった。一部の階層にお
いては「介護という家族機能」の外部化もみ
られる。では、家系の維持についてはどうか。
息子が必要な理由として「家系」を挙げた人
の割合をみると、最も高かった低層階級と上
層階級との間には、30 ポイント以上の開きが
あった。また、「家系」を確認する機会とな
る「葬式の喪主」についても、上層階級でそ
れを挙げた人の割合はわずかに 16.0％で、労
働者階級との間に 30 ポイント以上の開きが
あることから、上層階級においては家系とい
う点でも息子に拘泥しない姿勢が読み取れ
た。 
2 点目について、調査から明らかになった

点は、自認する階層が上昇するほど、「社会
的地位の上昇志向（upward mobility）」が高
く、「社会的地位の上昇志向」の高い人ほど
男児選好が弱いことである。「社会的地位の
上昇志向」とは、「より高い社会的・経済的
地位に昇りつめようとする姿勢」のことで、
世界価値観調査では、それをはかる尺度とし
て「思い通りの人生の選択ができているとい
う全能感」、「競争はよいという競争主義」、
「成功はコネクションよりも勤勉さによっ
てもたらされるという業績主義」が設定され
ている。ネパールでも同じ設問を用いて調査
をしたところ、「社会的地位の上昇志向」が
高い人ほど、男児選好スコアが低く、男児を
生むプレッシャーを感じた人の割合や女児
を中絶した人の割合が低いことが確認でき
た。 
「社会的地位の上昇志向」スコアが高い人

の割合は、経済的、社会的に優位にある上位
カースト（ブラーマン、チェットリ）におい
て高く、低カーストにおいて低い。所得グル
ープをみると、所得下層、中間層、上位層の
3 つの所得グループのうち、社会的地位の上
昇志向スコアが高い人の割合は、中間層にお
いて最も高く、最下層において最も低かった。
また、学歴や自認する階層が高い人ほど、「社
会的地位の上昇志向」スコアが高くなる傾向
にあった。「社会的地位の上昇志向」は、市
場経済化と民主化の進展による属性主義か
ら業績主義への制度的転換、それに伴う価値
観の変容と関連していると考えられる。その
中で、属性からの個の解放、伝統的束縛から
の自由、人生の選択の幅の広がりを実感でき
ている人は、結果として男児選好を薄める平
等主義、個人主義的価値観をもつようになる。
上層階級では、所得に裏打ちされた経済、老
後の保障面での男児選好の薄れだけでなく、
社会が業績主義へと移行する過程での実感
が男児選好を弱めていると考察することが
できた。 
（3）モンゴロイド系民族で男児選好が強化



される理由：経済的戦略・ブラーマン化  
これまで、カースト・民族と男児選好との

関係については、ネパールの支配層を占める
ブラーマン、チェットリ等のヒンドゥー教徒
ほど信仰が篤く家父長制的ジェンダー規範
が強いことから男児選好が強いとされてき
た。しかし、調査で明らかになったことは、
家父長制的ジェンダー規範が弱いとされて
きた主に仏教を信仰するモンゴロイド系民
族において男児選好スコアの高得点者の割
合が相対的に高く、性別判定や女児の中絶を
した人の割合も一定程度いるという点であ
った。この点について、経済的戦略、「地位
の象徴的上昇（ブラーマン化）」という 2 つ
の点から考察した。 
1 点目について、息子を重視する理由をみ

ると、モンゴロイド系民族ほど、「老後の保
障」という理由から息子を重視していること
がわかった。今回の調査での所得分布をみる
と、モンゴロイド系民族において所得下層に
位置する人の割合が、低カーストに次いで 2
番目に高いことがわかった。所得下層者の割
合が最も低かったネワール民族と比べると
20 ポイント近い差がある。また、「ネパール
の一般的な世帯に比べて生活水準が低い」と
回答する人の割合も高く、ネワール民族と 10
ポイント以上の差がある。ここから、モンゴ
ロイド系民族は、息子に老後の面倒を期待す
る状況に置かれていることが推察できた。 
 2 点目について、「地位の象徴的上昇（ブラ
ーマン化）」という点から考察を行った。カ
ーストの上位にいるブラーマンの慣習を真
似て象徴的地位を上昇させるという意の「ブ
ラーマン化」という鍵概念は、2016 年 9月に
産婦人科専門病院のG医師への聞き取りの中
で、G 医師がモンゴロイド系民族において男
児選好がみられるようになった理由として
挙げた語である。ブラーマン化は、子どもの
性別だけではなく、モンゴロイド系民族にお
いてそれまであまりみられなかった新婦の
側が新郎の側に支払うダイジョ（婚資）の“流
行”においてもみられることが、聞き取り調
査から明らかにされた。 
 
4．5．研究のまとめ：男児選好の未来予測 
 階層別、カースト・民族別の分析から、男
児選好の促進要因として挙げられたものは、
（1）経済的な支援としての息子への期待－
財政的支援、老後の保障としての期待－、（2）
「地位の象徴的上昇（ブラーマン化）」であ
った。 
（1）について、ネパールでは人口のおよ

そ 45％が貧困層、31％が貧困層を脱しつつあ
るものの脆弱性が高い層といわれている
（World Bank, 2016）。貧しい 76％の人々が
上層に登りつめ、経済的支援、老後の保障に
おいて息子を頼らざるを得ない状況を抜け
出すことができたときに、性比の偏りはなく
なると想定できた。 
（2）について、「地位の象徴的上昇（ブラ

ーマン化）」は、所得が上昇し一定の生活水
準を確保できたとしても、相対的な格差が続
く限りは、残り続けると想定できた。特に、
「相対的剥奪感」を強く抱いている低カース
トや少数民族においてこうした構造的圧力
が働くことが考えられる。 
 他方で、男児選好の抑制要因として注目で
きるのが、「より高い社会的・経済的地位に
昇りつめようとする姿勢」である「社会的地
位の上昇志向」であった。属性主義から業績
主義への移行の中で属性に規定されずに自
己実現が可能になるという状況を多くの人
たちが享受できるようになれば、子どもの性
別への固執も弱まり男児選好は収束に向か
うという予想をたてることができた。 
 これらの知見は、資源の多寡と男児選好と
の関係を論じる既存の研究に対しては、（1）
生活実感や社会変化の中の価値志向が男児
選好の規定因になること、（2）従って、階層
別（カースト・民族、階級関係）の男児選好
の構造的圧力を解明することの重要性を提
示した。また、「階層が上昇するにつれ男児
選好は薄れる」という仮説を提示したインド
の研究者バラとカウル（Bhalla and Kaur, 
2015）に対しては、階層が上昇するにつれ男
児選好が緩和される理由として、世帯の経済
的戦略の変化とともに、「社会的地位の上昇
志向」という要因があることを新たに提示し
た。 
 
4．6．今後の課題 
本研究では、ネパールにおける男児選好の

促進要因を解明することを主たる課題とし
て設定したが、研究の過程で、所得国別の男
児選好の動向を分析したところ、出生時性比
の偏りは、1990 年を境に高所得国や低所得国
よりも経済成長率の高い上位中所得国およ
び下位中所得国において高くなる傾向にあ
ることが確認できた。ここから、男児選好は
経済の過渡期的発展段階に特有の現象では
ないかという仮説を導くことができた。そこ
で、今後は、経済の過渡期的発展段階と男児
選好とはどのような関係にあるのか、階層移
動と男児選好はどのような関係にあるのか
を分析し、階層別に作用する男児選好を促進
する構造的要因を明らかにしたい。具体的に
は、以下 2点を研究課題として挙げる。 
（1）先進国（日本）における子どもの性別
選好の動向の分析 
マクロデータ等を用いて、戦後から高度経

済成長期を経て現在に至る日本の構造転換
と性別選好との関係について分析し、文化横
断的なマクロな視点から過渡期的発展段階
と男児選好との関係を明らかにする。 
（2）ネパールにおける階層別の子どもの性
別選好とその構造的背景の分析 
今回の調査で用いた（1）家族集団の世代

間の継承に関わる戦略――誰の血筋によっ
て家族集団を組織するのか、財産や地位を誰
に引き継ぐのか――、（2）家族集団の経済的



戦略―子どもへの労働力としての期待、生計
の保障としての期待という視点の他に、（3）
家族集団と個との関係－性、セクシュアリテ
ィ、ロマンティックラブ、（4）「社会的地位
の上昇志向」と関連する創造的個人主義－個
人に価値を置き、個人の資質と能力の昇任に
基づく集団を構成しようとするあらゆる価
値（Baudelo・Eatable 2008＝2012）という
点から、階層移動と男児選好との関係につい
て明らかにし、文化横断的な知見を提示した
い。 
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